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「消費税電子インボイス」共有の仕方に関する提言
～適格請求書データの円滑な受け渡しを目指して～

情報システム委員会 磯部 和郎

ご存知のとおり、平成28年度の税制改正による消費税率の10％への変更
に伴い、一定の食料品及び新聞に対し軽減税率が適用されることになりま
した。また、税率の変更と同時に税額計算の方法も、これまでの帳簿方式
からいわゆるインボイスの積み上げ計算による方法に変更されることとな
りました。制度上、インボイスの発行について電子データとして当事者間
で受け渡しされることも予定されているところから、今回の情報通では、
将来実施されるであろう消費税電子インボイスの円滑な受け渡しと、その
積極的な効果について考えてみます。

1．税理士事務所を悩ませる「互換性」問題
高度成長の時代には、報酬を安く抑えて顧客を集め、企業の成長に合わ
せて報酬アップの交渉をするという手法をとることができました。しかし
バブル崩壊以来、報酬は据え置きか値下げの方向に進んでいます。他方、
人件費や物価は確実に上昇し、コンピュータ関係のコストも買い換えの度
に上がっております。バブル崩壊後、消費税導入、免税点の引き下げや税
率のアップ、電子申告の開始やマイナンバー導入と、手間とコストが増え
る出来事が続いております。「増えるコスト、減り続ける報酬」は、我々
の業界にとって深刻な課題になっております。
コスト増の隠れた元凶となっているのが、データの互換性問題です。顧
問先の自計化ソフトは、多くの場合、税理士事務所の専用システムと互換
性のあるものが使われていることと思います。しかし、パソコンショップ
などで市販されている人気の会計ソフトを使っている顧問先も少なくあり
ません。ところが、市販ソフトのデータを税理士事務所の専用システムに
吸い上げる際には、データ変換などの紐付け作業に手間がかかります。そ
の他にも、別の税理士から移ってきた顧問先の過去のデータが他社ソフト
で書かれているため、データとして活用できないといった不便さもありま
す。「いっそ、全部の会計ソフトに互換性があればいいのに…」という思
いは、多くの税理士にとって共通のものではないでしょうか。

2．平成35年 経理事務クライシスとは
上記の税制改正では、「適格請求書（消費税インボイス）は、電磁的に
提供することもできる」と書かれております。これまで国税は、エビデン
スを電子的に保存することまでは認めてきました（電子帳簿保存）。しか
し、発行段階で電子化することを規定するのは珍しいことだと思います。
そうしなければ経理処理が繁雑になることを見越しているのでしょうか。
インボイスデータを発行する媒体としては、専用の発行ソフトやスーパ
ーなどのPOSレジ端末があったりするだろうと思います。ですが、それぞ
れメーカーが異なります。従来のように、メーカーごとに異なるフォーマ
ットでデータが吐き出されてしまった場合、どうなるでしょうか。また、
それを受け取って仕訳に展開する会計ソフトもまた、メーカーごとに仕様
が異なるのです。インボイスの発行元×会計ソフトの数だけ、組み合わせ
パターンが生じることになります。これでは、データによる流し込みなど
できた話ではありません。紙に刷って手で入力した方がよっぽど早いかも
しれません。そうなると、電子化することのメリットが失われてしまいま
す。
どうもお隣の韓国や台湾でも事情は同様で、事務の手間を嫌う中小零細
経営者は、電子インボイスの発行を税理士事務所に丸投げしてしまうよう
です。これは日本でも起こり得ることと危惧されます。

3．秘密兵器XBRL GL！
最近は、フィンテックと呼ばれる金融サービスが話題になっておりま

す。銀行の預金データや、画像化されたレシートなどを読み込んで、仕訳
を自動作成してくれるサービスです。インターネットを介してサービスが
提供されることから、クラウド型の会計サービスとも呼ばれております。
一見合理的に見えるこれらのサービスも、弱点があります。それが人力

による補正の手間と、データの互換性の欠如です。
まず、画像化されたデータは、人間が目で見て手で入力するか、文字デ

ータに置き換えるソフト（OCR）などにかける必要があります。ここで
誤読が生じると、せっかくデジタル化した意味が無くなってしまいます。
入手したデータを会計ソフトにつなぐ際のデータ形式にも問題がありま

す。銀行の預金データなどを会計ソフトに取り込む際、CSV（Comma
Separated Value）という形式でデータを連携するのが標準的です。この
CSVが、どのメーカーでも同じ様式になっているのであれば、「CSVこそ
が世界標準のデータ形式である」ということになります。だとすれば、CSV
さえあればXBRL（各種事業報告用の情報を作成・流通・利用できるよう
に標準化されたXMLベースのコンピュータ言語）など必要ない、と言え
るかもしれません。
しかしながら、一口にCSV形式と言っても、その形式は各メーカーごと

に微妙に異なっております。CSVにはさまざまな「方言」のバリエーショ
ンがあり、データの「標準」語にはなっていないのです。おまけに各社の
CSVの仕様は、必ずしも公開されていません。複数メーカー間のデータを
CSVで連携する方法は、考え得るパターンを総当たり式に試す他ない場合
があります。
これに対してXBRL GLは、公開の世界標準仕様です。したがって、上
記のような「総当たり式」の手間はありません。またXBRL GLは、デー
タの項目ごとに、その意味を記した「タグ」が埋め込まれています。この
「タグ」は、コンピュータが読むことができる機械語で記述されています。
そのため、仮にデータ項目の配列順序がメーカーごとに異なっても、コン
ピュータは正確にデータ連携をしてくれます。人間が「目で見て手で」紐
付けする必要はほとんど無いのです。

4．顧客満足と業務効率アップの両立へ
インボイスは、現金取引、預金取引を問わず、（免税取引を除く）ほと
んどの取引をフォローすることになります。しかも、その情報内容は消費
税法で規定されており、仕訳形式で表現するのに十分な量と質がありま
す。このようなインボイスが電子データで提供されるとしたら…。また、
公開された世界標準フォーマットで表現され、機械可読な（機械が読んで
処理できる、タグ付きの）データ形式を取っていたら…我々は、インター
ネット上でインボイスのデータを収集（名寄せ）して、それを事務所の会
計ソフトに流し込むだけで、自動的に記帳事務を遂行できることになりま
す。人間が行うのは、チェックや補正作業だけです。お客さんが気ままに
打ってきた経理データよりも、信頼性があるでしょう。これまで何人もの
パートさんを雇っていた入力作業が、一人のパートさんでこなせてしまう
かもしれません。コストの中核をなす人件費を大幅に減らすことかでき、
余裕の出た資金と時間を、付加価値の高いコンサルタント業務に充てるこ
とができるでしょう。
韓国では既にこのようなサービスが実現されており、メーカーの広告で

はこのように書かれています。
「休日の間、あなたが寝ている間にも、仕訳が自動生成されます。あなた
は朝、出勤して、できあがった帳簿をコンピュータで確認するだけです」
（DUZON 『SUPERBOOK』パンフレットより）

第四世代電子証明書受け取り時の
「電子証明書管理ツール」のインストールについて

本年4月より利用申込が始まる第四世代電子証明書（ICカード）につ
きましては、ICカードの受取後、動作確認及び受領書の送信が必要となり
ます。この動作確認及び受領書送信を行うには、「第四世代電子証明書管
理ツール」というソフトが必要となり、これは日本税理士会連合会のホー
ムページよりダウンロードするものとなっております（右記URL参照）。
本会会員に対しては4月上旬にICカード利用申込書が事務所宛に送付

される予定となっており、ICカードの受け取りが始まる5月上旬頃にな
りますと、同管理ツールのダウンロードが集中しアクセスしづらくなるこ
とも予想されますので、ICカードの利用申込を行いましたら、カードが
届くまでに同管理ツールをダウンロードすることをオススメします。
■第四世代電子証明書管理ツール ダウンロードページ
http://www.nichizeiren.or.jp/taxaccount/auth/fourth_download/
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